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町の癌祉事業にと寄付をいただきました。ありがとうございました。
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結成した4市町村はどんな街？

噂轡騎
オ
　
ぬ薄
．

薦

　
昭
測
3
0
埣
3
月
、
田
沢
村
と

倉
俣
村
が
合
併
し
「
中
里
村
」

と
し
て
村
制
施
行
。
昭
瀦
田
駕

傑
月
に
津
薦
町
と
壌
界
変
更
、

昭
和
雛
年
9
月
に
貴
野
村
の
㎜

部
を
編
入
し
て
現
往
に
翌
る
。

町
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
膏

蕃
躍
動
・
こ
の
ふ
る
さ
と
に
あ

な
た
と
生
き
る
」
。
膏
森
票
中

里
購
・
群
馬
県
中
璽
村
・
沖
縄

梁
仲
里
栂
と
岡
名
町
対
交
流
を

開
催
。
ゴ
ミ
廼
理
・
火
葬
な
ど

は
松
之
山
驚
と
岡
じ
津
繭
衡
生

施
設
緩
合
に
撫
入
。
下
水
道
普

及
率
の
向
上
や
産
業
振
興
な
ど

が
今
後
の
諜
題
。

申婁粒役場

、
轟

す曜っか、り整備された1覇遵質7暑役場蔚付陀近より

鎚欝蝦鞠

中塁村 松代跡 松之出町 備　　考

駕＄．解 襲の鍛宏 麗．鍵

魏 3落 纐

辮講．玉醗懸

牽彰鞠麟 ま，穫鷺 聚，鐙§

蔭，義懸 縫，＄駿 ＄，錨＄

塗，認穏 蓬，雛盆 霧2翻
認．念鋸 鎌．㊤驚 麹、鱒盗

圭6 16 M 現征議員数
平王5．王1．ig 平15．4．29 単15，9．5

（ま6） （14〉 （10） 改選議員数

玉07 89 ！03 H｝3．4．！現征

懸 ＄ 畠

雛畠．蓼．鍛魏鞍㊤ 麟 ¢

義 ＄ 藩

釜
萎i

隻

叢欝鱒 麟懸醗 籔§鋤
鍵離蕗獲妻講の
禰難涛鶏辮鱗 数麹醗

難窃欝

玉，500 2，00（） 2，500

H玉4．畦．王現登三70～230 500 250
工，300 1，950 2，360

130 23（） 230
2，57三 3，000 2，950 綴5年3月まで

＄，鱒馨．¢鱒 蓬，欝＄，嬢鱒 籔，塔簸，＠轡愈

麟．鑛懸 ⑭．麟i馨 β、銘欝

㈱．露 総、蒙 鍵．器

27王 工97 302 平成鴛年度統計

松代時役場
その薦でみなさんに資料として公開した物や、聡係資料から抜粋しました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぽ　

暑バイパスi完成により醐発著しい松代駅周辺講

　
昭
和
2
9
年
3
月
、
松
代
繕
．

由
平
村
が
含
併
し
、
同
葎
掩
月

に
懲
松
代
町
」
と
し
て
購
制
施

行
。
昭
瀦
3
4
葎
等
月
に
奴
奈
絹

村
を
編
入
し
て
現
在
に
簗
る
。

町
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
人

と
自
然
の
生
命
が
輝
く
ま
ち
愉
。

ほ
く
ほ
く
線
の
開
通
や
圏
道
㈱

弩
の
整
備
な
ど
に
よ
り
、
駅
周

辺
の
開
発
が
め
ざ
ま
し
く
進
ん

で
い
る
。
い
か
に
し
て
地
域
資

源
を
広
域
的
な
活
性
化
に
生
か

す
か
、
生
活
環
境
整
備
の
促
進
、

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
基
盤
の

整
備
な
ど
が
今
後
の
諜
題
。

松之山町と合併任意協議会を

昭
瀦
29
無
3
月
に
、
牽
臼
購
・

規
治
村
・
中
条
粒
・
穴
簿
村
の

合
餅
に
よ
9
「
十
艮
驚
布
」
と

し
て
布
翻
施
行
。
闘
黛
稔
月
に

吉
照
村
、
昭
和
30
葎
2
月
に
下

条
籾
、
昭
私
37
無
4
月
に
水
沢

栂
が
編
入
し
て
現
夜
に
棄
る
。

衛
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
…
ズ
は
「
や

さ
し
さ
と
ふ
れ
あ
い
に
満
ち
た

活
力
あ
る
都
市
輪
で
、
イ
タ
リ

ア
の
コ
そ
布
と
嫌
魏
都
驚
を
結

ん
で
い
る
。
地
域
高
規
格
道
蹄

整
備
を
中
心
と
し
た
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
…
ク
の
整
備
、
織
物
産
業

の
振
興
と
商
業
基
盤
の
整
備
な

ど
が
今
後
の
諜
題
。

噸働鰺痛
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・
蝋

項　　　　　目 十臼町窃 鑓西驚

薦灘繭 　　　』謬麹．鰹 鷲鰺暮

集霧数 解蓬 ・欝．

鍵叢数《鱒 灘．警鴛、 ．．馨，鱒＠

戴鍛 翻，譲騰 ＄．鎚懸．

蕊歳滋懇灘鍛 欝，翻馨 馨，＄鞭

㈱灘麟⑳構歳鰍鱒 翻．畠驚 鎌灘驚

議会議籔数 24 王8

競議籔の任期 平i5．4．30 平工7．8．31

（改鐵条碗施行後の譲員数） 〈20〉 （18〉

窃町柑職愚数（人） 4i2 圭44

保蒋醗数絵鎌稔撚《き騒癒饗〉 鶉 悉

籔灘綱数 ＄ 癬

饗鑑藤離縫数 認 縫

鼓嚢鱒黎綾数 癒 襲

懸則養護鍛灘雛一滋数薙驚鐵妻 麟麹醗 聾総醗

舞灘綴縫施殿数鑛欝P 難鱒韓

嚢護療養墾膿療施護数 搬灘
下水道基本料金（円〉 三，450 王㎡嚢たり

　174ぞ水道超過料金（滋／円〉 ま60～2三〇

水道料金（家庭糟10㎡〉（円〉 工，灘0 2，100

水道超遍料金（滋／円） 王99 工go
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鷲蕪獲藁撒勤撮数 窃．獲騰 癖、舗婁
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観光客の入れ込み数（千入〉 754 2io

十臼購市役醗

　　　　懸
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アーケードなどの整備が終わり、隻まれ変わった「コモ通り」

脚鰯財
購｝．、、

【注】昨隼秩以来、各帯購村で合餅に麗する懇談会が麗催されました。表の数値は

　　記載現在撮がそれぞれ異なりますが、比較資料としてご覧下さい。
損西購役場

昭
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斜
隼
9
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、
千
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町
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上
野
材
・
橘
村
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纈
環
村
が
合

併
し
「
趨
西
騎
』
と
し
て
町
制

施
行
。
昭
憩
翻
隼
4
月
に
桐
山

集
落
を
松
代
町
に
編
入
し
て
現

在
に
棄
る
。
町
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
…
ズ
は
「
こ
の
購
で
輝
い
て

生
き
る
…
快
適
な
暮
ら
し
の
中

に
安
ら
ぎ
と
感
動
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
…
偏
。
兵
康
票
規
西
布
．

奈
良
票
趨
繭
購
・
出
形
果
規
西

町
と
嫌
妹
都
策
を
結
ぶ
。
独
磁

地
域
総
合
整
備
事
業
や
ニ
ュ
…

に
い
が
た
里
創
プ
ラ
ン
事
業
の

推
進
な
ど
が
今
後
の
課
題
。

役場蔚慰近の商店街懸りを望む
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で
あ
る
農
業
基
盤
の

整
備
な
ど
が
今
後
の
諜
題
。

松之山町と合併任意協議会を

昭
瀦
29
無
3
月
に
、
牽
臼
購
・

規
治
村
・
中
条
粒
・
穴
簿
村
の

合
餅
に
よ
9
「
十
艮
驚
布
」
と

し
て
布
翻
施
行
。
闘
黛
稔
月
に

吉
照
村
、
昭
和
30
葎
2
月
に
下

条
籾
、
昭
私
37
無
4
月
に
水
沢

栂
が
編
入
し
て
現
夜
に
棄
る
。

衛
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
…
ズ
は
「
や

さ
し
さ
と
ふ
れ
あ
い
に
満
ち
た

活
力
あ
る
都
市
輪
で
、
イ
タ
リ

ア
の
コ
そ
布
と
嫌
魏
都
驚
を
結

ん
で
い
る
。
地
域
高
規
格
道
蹄

整
備
を
中
心
と
し
た
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
…
ク
の
整
備
、
織
物
産
業

の
振
興
と
商
業
基
盤
の
整
備
な

ど
が
今
後
の
諜
題
。

噸働鰺痛

鷲
・
蝋

項　　　　　目 十臼町窃 鑓西驚

薦灘繭 　　　』謬麹．鰹 鷲鰺暮

集霧数 解蓬 ・欝．

鍵叢数《鱒 灘．警鴛、 ．．馨，鱒＠

戴鍛 翻，譲騰 ＄．鎚懸．

蕊歳滋懇灘鍛 欝，翻馨 馨，＄鞭

㈱灘麟⑳構歳鰍鱒 翻．畠驚 鎌灘驚

議会議籔数 24 王8

競議籔の任期 平i5．4．30 平工7．8．31

（改鐵条碗施行後の譲員数） 〈20〉 （18〉

窃町柑職愚数（人） 4i2 圭44

保蒋醗数絵鎌稔撚《き騒癒饗〉 鶉 悉

籔灘綱数 ＄ 癬

饗鑑藤離縫数 認 縫

鼓嚢鱒黎綾数 癒 襲

懸則養護鍛灘雛一滋数薙驚鐵妻 麟麹醗 聾総醗

舞灘綴縫施殿数鑛欝P 難鱒韓

嚢護療養墾膿療施護数 搬灘
下水道基本料金（円〉 三，450 王㎡嚢たり

　174ぞ水道超過料金（滋／円〉 ま60～2三〇

水道料金（家庭糟10㎡〉（円〉 工，灘0 2，100

水道超遍料金（滋／円） 王99 工go

介護保険料（65歳以上月額〉 2，800 2，735

達蘇灘鍛套議灘雛灘額総麟 欝，垂騒，β纏癖 藩，脇霧，轡㈱

鷲蕪獲藁撒勤撮数 窃．獲騰 癖、舗婁

紹犠震経常販嚢難灘《驚妻 麗．歪 縫．警

観光客の入れ込み数（千入〉 754 2io

十臼購市役醗

　　　　懸

　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぼお　　　　　　き　　

アーケードなどの整備が終わり、隻まれ変わった「コモ通り」

脚鰯財
購｝．、、

【注】昨隼秩以来、各帯購村で合餅に麗する懇談会が麗催されました。表の数値は

　　記載現在撮がそれぞれ異なりますが、比較資料としてご覧下さい。
損西購役場

昭
瀦
斜
隼
9
月
、
千
黍
町
．

上
野
材
・
橘
村
・
纈
環
村
が
合

併
し
「
趨
西
騎
』
と
し
て
町
制

施
行
。
昭
憩
翻
隼
4
月
に
桐
山

集
落
を
松
代
町
に
編
入
し
て
現

在
に
棄
る
。
町
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
…
ズ
は
「
こ
の
購
で
輝
い
て

生
き
る
…
快
適
な
暮
ら
し
の
中

に
安
ら
ぎ
と
感
動
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
…
偏
。
兵
康
票
規
西
布
．

奈
良
票
趨
繭
購
・
出
形
果
規
西

町
と
嫌
妹
都
策
を
結
ぶ
。
独
磁

地
域
総
合
整
備
事
業
や
ニ
ュ
…

に
い
が
た
里
創
プ
ラ
ン
事
業
の

推
進
な
ど
が
今
後
の
課
題
。

役場蔚慰近の商店街懸りを望む

3



1
①
o
o
①
i

町の将来を考える一。

　
1
月
2
5
田
に
設
立
さ
れ
た
5
市
町
村
合
併
任
慧

協
議
会
は
、
各
市
町
村
の
あ
ら
ゆ
る
惰
報
を
持
ち

寄
り
調
整
作
業
を
行
い
、
合
併
す
る
と
ど
の
よ
う

な
新
し
い
南
（
穎
市
）
を
描
く
こ
と
が
で
き
る
か

を
検
討
し
、
そ
の
情
報
を
住
民
に
提
供
す
る
た
め

の
緯
織
で
す
。
参
纐
市
町
村
が
岡
じ
土
俵
に
立
っ

て
検
討
し
、
合
併
の
是
罪
を
判
噺
す
る
場
で
も
あ

り
ま
す
。

　
一
方
各
市
町
村
に
と
っ
て
は
購
．
の
将
来
を
託
す

べ
き
瓢
市
に
な
る
わ
け
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
し
っ
か

り
と
し
た
将
来
構
想
を
立
て
、
新
箏
構
想
の
中
に

で
き
る
だ
け
反
映
さ
れ
る
よ
う
努
力
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
合
併
任
慧
協
議
会
で
は
5
市
時
村
の

住
践
代
表
か
ら
な
る
「
新
市
将
来
構
想
検
討
委
員

会
砧
　
（
詳
し
く
は
下
段
参
照
）
を
組
織
し
て
検
討

に
入
り
ま
す
．
こ
れ
に
合
わ
せ
町
で
は
左
褒
の
方

を
委
員
に
委
嘱
し
、
　
碗
松
之
山
町
合
併
検
討
委
貴

会
蝕
を
立
ち
上
げ
、
晦
独
自
の
将
来
構
想
を
検
討

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
将
来
構
想
は
初

め
に
合
併
あ
り
き
で
検
討
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
合
併
す
る
し
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
町
の
将

来
の
指
鎖
を
作
成
す
る
も
の
で
す
．
ま
た
こ
の
会

で
検
討
さ
れ
た
事
項
が
新
市
の
纏
来
構
想
に
ス
ム

ー
ズ
に
、
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
町
検
討
委
員
の
中
か

ら
5
名
が
新
市
将
来
構
想
検
討
委
員
会
の
委
貴
を

兼
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
爾
委
員
会
と
も

今
後
月
1
繕
の
ペ
ー
ス
で
会
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

漸属 疑名 牲麗 纂落 騰　　　考

任脇委艮 相沢　　亨 男 小　谷 会　長

〃 柳　　靖治 男 湯　本 翻会長

町議会議罠 石塚　拳貞 男 蕩之島 任協委翼

〃 村出　正英 男 橋詰
購教麿委負 高橋玲子 女 策水島 新帯将来構懇検勧婁員兼務

町農業委曼 小野塚　保 男 東　趨

麟体代表 小野塚英男 男 天水島

禰原　　豊 男 湯　本

μ 丸林　礼一 勇 湯之島

佳昆磯蓑 毒噸　憲一 男 松塵戯 新斎将来構想検尉委貫蕪務

ガ 楕沢　僑夫 男 松之毒

灘沢　　繁 勇 兎　q
ガ 鐵簿露璃雄 男 水　梨 新帯懸来構想検罰婁員兼務

〃 滝沢　朋子 女 猪之名

潔 村山　祐一 男 観膏寺

潅沢　　蜜 男 天水越

” 蔑橋紀美子 女 天水島

が 小野塚審夫 男 藤　禽

ガ 鈴講摩子 麦 下鍛池 薮市将來構想検欝委展蒙務

渡辺新一 男 東　山

〃 丸出いずみ 女 上之忠

” 石塚　一久 男 鍛嚢立

嚴塚　一馬 男 豊　田

が 磁索蜜糞雄 男 西譲箭 新布将來構想検熱委員蕪務

松
之
山
町
合
併
検
討
委
員
会
名
簿

麟等
月
2
5
臼
、
役
場
会
議
室
で

第
㎜
回
委
儲
輿
ム
笈
を
“
開
催

調
圃
町
広
域
圏
合
併
任
意
協
議
会
速
報

　
新
市
将
来
構
想
検
討
委
員
会
発
足

　
2
月
鎖
8
、
第
2
回
禽
併
任
意
協
議
会
が
十
e
騎
帯
内
ク
O
ス

栂
に
倉
錫
を
移
し
て
醐
催
さ
れ
ま
し
た
．
こ
の
会
で
は
主
に
絡
織

を
運
営
す
る
た
め
の
決
ま
り
（
要
領
や
鏡
定
な
ど
）
に
つ
い
て
の

審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
、
濫
自
さ
れ
る
の
は
、
今
後
5
市
鋤
粒
を

｝
体
の
濠
ち
と
し
て
捉
え
、
将
莱
の
ま
ち
づ
く
り
の
目
擦
と
な
る

方
商
を
住
尻
に
示
す
た
め
の
「
縣
梅
将
来
構
想
し
を
策
定
す
る
こ

と
で
す
．
策
定
に
あ
た
っ
て
は
協
議
会
の
付
属
機
関
（
諮
問
委
曼

会
）
と
し
て
う
瓢
薦
将
来
構
想
検
討
委
轟
会
」
を
設
置
し
、
協
議

会
の
諮
簡
に
臨
じ
、
新
市
の
将
来
構
想
の
策
定
に
関
し
必
要
な
調

蛮
・
審
議
等
を
行
い
答
申
し
ま
す
。
協
議
会
は
こ
の
答
申
を
受
け

審
議
し
た
後
、
注
饒
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
ず
る
こ
と
に
な
り
ま
す
．

　
こ
の
委
輿
会
の
メ
ン
バ
…
は
、
5
市
鱗
村
か
ら
各
5
人
ず
つ
選

任
さ
れ
た
儘
農
代
表
者
計
25
人
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
ま
す
。
当
覇

か
ら
は
上
詑
5
人
が
（
名
簿

の
備
考
欄
に
表
示
）
選
任
さ

れ
ま
し
た
。
当
委
曼
盆
で
は

8
月
の
答
＄
を
目
標
に
、
今

後
月
窪
回
の
ぺ
…
ス
で
盆
を

璽
ね
て
い
き
濠
す
。
ま
た
こ

の
検
討
委
貴
会
も
公
醐
で
開

催
し
、
ど
な
た
で
も
傍
聴
で

き
ま
す
の
で
ぜ
ひ
是
を
運
ん

で
く
だ
さ
い
。
縄
催
8
等
は

倉
鎌
任
慧
協
議
会
事
務
局
が

発
簿
ず
る
「
協
議
会
だ
よ
り
し

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
濠
す
。

懸藩

霞臨平成薄5隼3月25臼（火〉牟後2時よ》

会場：甥西町総合センター（鋼西町水麟沢〉

　主・f新設合椥かε編入合懲」か．合併する場合の

　な　蕪塞的鑛建を審議します。
　予
　：定・将巣構懇策建を手伝ってもらう灘ンサノレタント

　繊　（艮簡粟麿）から、藁灘としての将渠構惣の禦案
曇．叢　（イメージ）を提案してもらいます禦　嘱　　　簿

4

第2回大地の芸術祭Vol．40鱒滋融

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　夢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　濃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　毅　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　麟　　　　　　　　　　　　　　　　藩

“
＝
縛

菱＃

器数●翻鑑灘
●x●

難　　家 タ鰭陶懸爆ま構懇 展醗場鰍候補地》

嘩 リンダ・コヴィット 群ower　of　Bowis3バ鉢の塔凄 照三省小学校

2
マリア・マグダレーナ・カンポス焦ポンス 棚霞の一つ一つに山菖含のイメージをプリントした横懸幕を設麗 天水越

3 ペドロ・レイエス 翻ay　StatlQnjバお祈りの場所」 樋鐙li！河摂公園

4 ガーダ・アメー一ル 践存の公圏内に花壇，／小庭のような作贔を構想中 樋田鵜再川公園

5 マリア・テレサ・アルベス
不動滝部分に休憩小屋等を倒作予定 湯本不動滝

6 臼一レン・バーコヴィッツ
rHarvest　Housejバ収穫の家」 上　湯

7 ロビン・バッケン 映給e　Ta聡バお米の謡し禽い」 上湯

8 ジャネット・ローレンス
r縢×紹／「霊薬・不老不究の薬」 上　湯

9 舟越直木 汚つの球ま（仮称〉 松之山小学校

10 ク…ノスチャン・承ルタンスキー÷ジャン・カルマン 構想中 劇ii小学校

鴛 ジェニー・ホルツァー 遊歩道に沿って石の道しるべを一定の法則で設麗 須山凋辺

璽2 潮霞　友子 前回に引き続き、物々交換を行う予定 下布斑地区

13 マグダネーラ・イェトqヴァ 池周辺に膏響装罎、浮島にスモークマシーンを設覆 大厳寺高原

蓬4 スラシ・クソンウォン ギ銀の蝶々（コンポジシ鷺ンが終わったら〉3 大厳寺高原

光・一タワーの中に松之山の大地から宇

窃へ連なる窒間を切り取り、参撫者が

移動しながら体感する作品．

逢坂卓郎

音…タワーの地下に設麗する貯蔵井戸

へ湧水を滴下させ、その膏を体験する

作最。

庄野泰午

水…大量の水の、しかも隠蔽され視界

から闘ざされた水の傍らで、確かに存

在するはずの水を思毒し感じう作舐。

遠藤利莞

遊歩道酔ワークインプ環グレス（学生

や地元の人たちとの交流から生まれた

アイデアを実作業に生かす〉も構想中。

疋趨俣

オ嫉之議’のオ直骸露志・・◎私たちが普段

たくさんのギ生ほの形の中にいること

と、繰り返される鷹と死の姿を体感す

る作最。

笠原由紀子
　　十
蜜森はるな

窪アートト蓼工ンナーレ

公講グ製ス叢品

5
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町の将来を考える一。

　
1
月
2
5
田
に
設
立
さ
れ
た
5
市
町
村
合
併
任
慧

協
議
会
は
、
各
市
町
村
の
あ
ら
ゆ
る
惰
報
を
持
ち

寄
り
調
整
作
業
を
行
い
、
合
併
す
る
と
ど
の
よ
う

な
新
し
い
南
（
穎
市
）
を
描
く
こ
と
が
で
き
る
か

を
検
討
し
、
そ
の
情
報
を
住
民
に
提
供
す
る
た
め

の
緯
織
で
す
。
参
纐
市
町
村
が
岡
じ
土
俵
に
立
っ

て
検
討
し
、
合
併
の
是
罪
を
判
噺
す
る
場
で
も
あ

り
ま
す
。

　
一
方
各
市
町
村
に
と
っ
て
は
購
．
の
将
来
を
託
す

べ
き
瓢
市
に
な
る
わ
け
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
し
っ
か

り
と
し
た
将
来
構
想
を
立
て
、
新
箏
構
想
の
中
に

で
き
る
だ
け
反
映
さ
れ
る
よ
う
努
力
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
合
併
任
慧
協
議
会
で
は
5
市
時
村
の

住
践
代
表
か
ら
な
る
「
新
市
将
来
構
想
検
討
委
員

会
砧
　
（
詳
し
く
は
下
段
参
照
）
を
組
織
し
て
検
討

に
入
り
ま
す
．
こ
れ
に
合
わ
せ
町
で
は
左
褒
の
方

を
委
員
に
委
嘱
し
、
　
碗
松
之
山
町
合
併
検
討
委
貴

会
蝕
を
立
ち
上
げ
、
晦
独
自
の
将
来
構
想
を
検
討

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
将
来
構
想
は
初

め
に
合
併
あ
り
き
で
検
討
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
合
併
す
る
し
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
町
の
将

来
の
指
鎖
を
作
成
す
る
も
の
で
す
．
ま
た
こ
の
会

で
検
討
さ
れ
た
事
項
が
新
市
の
纏
来
構
想
に
ス
ム

ー
ズ
に
、
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
町
検
討
委
員
の
中
か

ら
5
名
が
新
市
将
来
構
想
検
討
委
員
会
の
委
貴
を

兼
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
爾
委
員
会
と
も

今
後
月
1
繕
の
ペ
ー
ス
で
会
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

漸属 疑名 牲麗 纂落 騰　　　考

任脇委艮 相沢　　亨 男 小　谷 会　長

〃 柳　　靖治 男 湯　本 翻会長

町議会議罠 石塚　拳貞 男 蕩之島 任協委翼

〃 村出　正英 男 橋詰
購教麿委負 高橋玲子 女 策水島 新帯将来構懇検勧婁員兼務

町農業委曼 小野塚　保 男 東　趨

麟体代表 小野塚英男 男 天水島

禰原　　豊 男 湯　本

μ 丸林　礼一 勇 湯之島

佳昆磯蓑 毒噸　憲一 男 松塵戯 新斎将来構想検尉委貫蕪務

ガ 楕沢　僑夫 男 松之毒

灘沢　　繁 勇 兎　q
ガ 鐵簿露璃雄 男 水　梨 新帯懸来構想検罰婁員兼務

〃 滝沢　朋子 女 猪之名

潔 村山　祐一 男 観膏寺

潅沢　　蜜 男 天水越

” 蔑橋紀美子 女 天水島

が 小野塚審夫 男 藤　禽

ガ 鈴講摩子 麦 下鍛池 薮市将來構想検欝委展蒙務

渡辺新一 男 東　山

〃 丸出いずみ 女 上之忠

” 石塚　一久 男 鍛嚢立

嚴塚　一馬 男 豊　田

が 磁索蜜糞雄 男 西譲箭 新布将來構想検熱委員蕪務

松
之
山
町
合
併
検
討
委
員
会
名
簿

麟等
月
2
5
臼
、
役
場
会
議
室
で

第
㎜
回
委
儲
輿
ム
笈
を
“
開
催

調
圃
町
広
域
圏
合
併
任
意
協
議
会
速
報

　
新
市
将
来
構
想
検
討
委
員
会
発
足

　
2
月
鎖
8
、
第
2
回
禽
併
任
意
協
議
会
が
十
e
騎
帯
内
ク
O
ス

栂
に
倉
錫
を
移
し
て
醐
催
さ
れ
ま
し
た
．
こ
の
会
で
は
主
に
絡
織

を
運
営
す
る
た
め
の
決
ま
り
（
要
領
や
鏡
定
な
ど
）
に
つ
い
て
の

審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
、
濫
自
さ
れ
る
の
は
、
今
後
5
市
鋤
粒
を

｝
体
の
濠
ち
と
し
て
捉
え
、
将
莱
の
ま
ち
づ
く
り
の
目
擦
と
な
る

方
商
を
住
尻
に
示
す
た
め
の
「
縣
梅
将
来
構
想
し
を
策
定
す
る
こ

と
で
す
．
策
定
に
あ
た
っ
て
は
協
議
会
の
付
属
機
関
（
諮
問
委
曼

会
）
と
し
て
う
瓢
薦
将
来
構
想
検
討
委
轟
会
」
を
設
置
し
、
協
議

会
の
諮
簡
に
臨
じ
、
新
市
の
将
来
構
想
の
策
定
に
関
し
必
要
な
調

蛮
・
審
議
等
を
行
い
答
申
し
ま
す
。
協
議
会
は
こ
の
答
申
を
受
け

審
議
し
た
後
、
注
饒
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
ず
る
こ
と
に
な
り
ま
す
．

　
こ
の
委
輿
会
の
メ
ン
バ
…
は
、
5
市
鱗
村
か
ら
各
5
人
ず
つ
選

任
さ
れ
た
儘
農
代
表
者
計
25
人
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
ま
す
。
当
覇

か
ら
は
上
詑
5
人
が
（
名
簿

の
備
考
欄
に
表
示
）
選
任
さ

れ
ま
し
た
。
当
委
曼
盆
で
は

8
月
の
答
＄
を
目
標
に
、
今

後
月
窪
回
の
ぺ
…
ス
で
盆
を

璽
ね
て
い
き
濠
す
。
ま
た
こ

の
検
討
委
貴
会
も
公
醐
で
開

催
し
、
ど
な
た
で
も
傍
聴
で

き
ま
す
の
で
ぜ
ひ
是
を
運
ん

で
く
だ
さ
い
。
縄
催
8
等
は

倉
鎌
任
慧
協
議
会
事
務
局
が

発
簿
ず
る
「
協
議
会
だ
よ
り
し

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
濠
す
。

懸藩

霞臨平成薄5隼3月25臼（火〉牟後2時よ》

会場：甥西町総合センター（鋼西町水麟沢〉

　主・f新設合椥かε編入合懲」か．合併する場合の

　な　蕪塞的鑛建を審議します。
　予
　：定・将巣構懇策建を手伝ってもらう灘ンサノレタント

　繊　（艮簡粟麿）から、藁灘としての将渠構惣の禦案
曇．叢　（イメージ）を提案してもらいます禦　嘱　　　簿

4

第2回大地の芸術祭Vol．40鱒滋融

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　夢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　濃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　毅　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　麟　　　　　　　　　　　　　　　　藩

“
＝
縛

菱＃

器数●翻鑑灘
●x●

難　　家 タ鰭陶懸爆ま構懇 展醗場鰍候補地》

嘩 リンダ・コヴィット 群ower　of　Bowis3バ鉢の塔凄 照三省小学校

2
マリア・マグダレーナ・カンポス焦ポンス 棚霞の一つ一つに山菖含のイメージをプリントした横懸幕を設麗 天水越

3 ペドロ・レイエス 翻ay　StatlQnjバお祈りの場所」 樋鐙li！河摂公園

4 ガーダ・アメー一ル 践存の公圏内に花壇，／小庭のような作贔を構想中 樋田鵜再川公園

5 マリア・テレサ・アルベス
不動滝部分に休憩小屋等を倒作予定 湯本不動滝

6 臼一レン・バーコヴィッツ
rHarvest　Housejバ収穫の家」 上　湯

7 ロビン・バッケン 映給e　Ta聡バお米の謡し禽い」 上湯

8 ジャネット・ローレンス
r縢×紹／「霊薬・不老不究の薬」 上　湯

9 舟越直木 汚つの球ま（仮称〉 松之山小学校

10 ク…ノスチャン・承ルタンスキー÷ジャン・カルマン 構想中 劇ii小学校

鴛 ジェニー・ホルツァー 遊歩道に沿って石の道しるべを一定の法則で設麗 須山凋辺

璽2 潮霞　友子 前回に引き続き、物々交換を行う予定 下布斑地区

13 マグダネーラ・イェトqヴァ 池周辺に膏響装罎、浮島にスモークマシーンを設覆 大厳寺高原

蓬4 スラシ・クソンウォン ギ銀の蝶々（コンポジシ鷺ンが終わったら〉3 大厳寺高原

光・一タワーの中に松之山の大地から宇

窃へ連なる窒間を切り取り、参撫者が

移動しながら体感する作品．

逢坂卓郎

音…タワーの地下に設麗する貯蔵井戸

へ湧水を滴下させ、その膏を体験する

作最。

庄野泰午

水…大量の水の、しかも隠蔽され視界

から闘ざされた水の傍らで、確かに存

在するはずの水を思毒し感じう作舐。

遠藤利莞

遊歩道酔ワークインプ環グレス（学生

や地元の人たちとの交流から生まれた

アイデアを実作業に生かす〉も構想中。

疋趨俣

オ嫉之議’のオ直骸露志・・◎私たちが普段

たくさんのギ生ほの形の中にいること

と、繰り返される鷹と死の姿を体感す

る作最。

笠原由紀子
　　十
蜜森はるな

窪アートト蓼工ンナーレ

公講グ製ス叢品

5
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1

　
平
成
稔
黛
度
か
ら
始
ま
っ
た
介
護
保
険
舗
度
は
、
3
黛
ご
と
に
見
澄
し
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
平
成
掲
葎
度
が
そ
の
年
に
当
た
り
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
新
無
度
か
ら
は
保
険
料
な
ど
も
改
正
さ
れ
た
額
で
徴
収
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
今
月
号
で
は
介
護
保
険
制
度
の
し
く
み
を
紹
介
し
ま
す
。

ビスを

ずるε獣蜘囎
騨
爾

サ
潮

分護

　介護保険でサービスを利絹するには牢講が必要です。本人または

家族の方が、町保健センター窓鑓に申請してください。

灘獣ず磯談してみ譲し孟う・…一
　介護の必要性を感じるタイミングは人によって異なります。家事

が負撞になってきた、一人での外繊が不安になってきたなど、思い

当たることがあったらまず購保健センターに相談してみましょう。

電話でも結構ですのでお気軽に相談してください。

（町保健センターの電講番弩は6一一37Q5です〉

灘i麟講紅必要癒懲の綜…一腐

　サービスを申講するには次のものが必要です。

　①要介護・要支援認定串請書（サー一ビスを受けようとする人の体

　　の状態を審盃するためのものです）

　②介護保険被保険者証（65歳以上の入〉

　③健康保険被保険餐証（40歳から65歳未満の人〉

黛誘獲誕灘器攣騨獄’ぎ鷺為
、灘保験灘憲漸得1こ繕繋て淡灘饗譲蜜．　　　　　　　　蕊甑蟹灘創』
1　　王弩被保険餐（65歳以、ヒ〉の場舎は、時で決められた基準額（第3段階）をもとにして、低携得の人

隔鼎縦廉ま鰻購醗窮8逸饗，轡懸欝めて磁みなさんはこの

上ある

÷はい

　含欝駈得金額が200フヲ弱以

　　↓　　　いいえ

活保護雀曼轡竃審、る

　　　　　　　　　塾・いえ

　　　　　　あな熊本叢熱建毘税（購・県属税〉を納めて輪る

　　↓いいえ

　　　飼捗繊帯縫建罵税姦納め驚いる人が“る

難隣撫騰難繋

あ
な
だ
の
保
険
麟
は

　
　
　
　
ど
ε
に
当
τ
は
ま
る
？

　現在進めている事業計面の見直しにより、勝得段階の基準や介護保険料額が変わります。松之山町では

平成穏葎4月から、基準額（第3段階〉で月額3，360円になる晃込みです。

【段踏別の保険料見込額は、前月暑でお知らせしました議

6

　
み
な
さ
ん
が
納
め
る
保
険
料
は
、
公
費
（
國
・
県
・

町
か
ら
の
お
金
）
と
と
も
に
介
護
保
険
の
た
い
せ
つ

な
財
源
に
な
っ
て
い
ま
す
。
介
護
が
必
要
に
な
っ
た

と
き
に
安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
胴
で
き
る
よ
う
、

介
護
保
険
料
は
必
ず
納
め
ま
し
ょ
う
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

どこの市跨繕でも嚢のような財源負撞により
　　介護保険事業を運営していまず⑪

　　調整交付金　　　　　　　　　　　　　　　　　65歳以上の人

欝 40歳以上65歳未満
（第2・弩被保険麿）

約32％

　
　
　
金

　
　
　
負
　
　
　
　
　
府
％

　
　
　
の
％
　
　
　
　
道
5

　
　
　
圏
2
5
　
　
　
都
捻

※
平
成
蔦
年
度
か
ら
η
無
度
ま
で
の
保
験
料

負
拠
割
含
は
、
第
等
弩
被
保
険
考
綿
％
、

第
2
寄
被
保
険
奢
3
2
％
と
な
り
ま
す
、ン畷濃｝’9　　　　・・辮』　市露瑚の負搬　　　くだろぞ
　　料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　125％

㊤働愈ゆ轡轡愈魯軸漆魯㊧尊廠蓼禽傍藪碗歴鱒鱒検輔樋鱒麟㈱痴傘幽樋輔㈱灘鱒樋㊥騨鹸㊨寧鱒餌鱒ゆ鱒騨㊧鱒魯傍騨㈱鱒鱒螂登鱒鱒輔

崇　　保険料奄納め菰いでい番曇……
　　‘霧’　”　保険料を滞納していると、滞納している期間に応じて保険給付が鰯限される場合があります。

　　　ゆ　　　◎　　　　　保険料は納め忘れのないようにしましょう。

　　　4

　　　・噸糟脚

さらに滞納が続く

と、保険給億力、ら

滞納保険料額を控

除され濠す。

　　　3

蓬年6ケ月以上滞

納すると、保険給

付が一時蓬し此め

となり濠ず。

　　　2

篠年以上滞納する

と、サービスの利

題がいったん金額
自1…3負撞1こなりま

す。

納期限を過ぎると

督促が行われます。

※灘が2年を凝ると、糊韻摂が欄から3割に召捲よ鵬紘り溺額憾サぜス費（嘩劃捌儲鰯が離融り
　一定額を超えた場合に支給される費尾〉が受けられなくなったりします。

嚇

　
コ
ガ
ラ
は
ヤ
マ
ガ
ラ
・
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
・
ヒ
ガ
ラ
類
の
仲
間
で
、

臼
奉
で
は
　
奪
中
晃
ら
れ
る
留
鳥
で
す
。
繁
殖
期
以
外
に
は
一
羽

で
盤
浩
す
る
も
の
も
い
ま
す
．
越
冬
期
に
は
カ
ラ
類
に
混
じ
る
こ

と
が
多
い
で
す
。
薫
に
落
葉
広
葉
樹
林
で
見
ら
れ
、
餌
は
樹
木
の

枝
や
幹
の
毘
虫
類
・
ク
モ
類
の
ほ
か
、
葦
木
の
種
子
や
実
な
ど
で

す
。
コ
ガ
ラ
は
樹
木
の
横
枝
で
も
、
主
に
幹
付
近
で
餌
を
と
る
の

に
短
し
、
岡
じ
仲
闘
の
ヒ
ガ
ラ
は
孟
に
枝
先
付
近
で
餌
を
と
り
、

お
互
い
に
棲
み
分
け
て
い
ま
す
、
｝
見
ヒ
ガ
ラ
に
似
て
い
ま
す
が
、

ほ
ほ
の
下
の
鱈
の
部
分
が
白
い
こ
と
と
、
羽
を
た
た
ん
だ
と
き
の

次
列
風
切
羽
根
が
少
し
自
く
見
え
る
と
こ
ろ
が
違
い
ま
す
。
全
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
捻
㎝
前
後
で
、
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
よ
り
小

さ
く
、
ヒ
ガ
ラ
よ
り
大
き
い
と
て
も
か

わ
い
い
鳥
で
す
。

　
こ
の
写
真
は
霧
が
ち
ら
つ
く
2
月
の

中
旬
、
上
綴
手
の
雑
木
林
内
の
ヤ
ナ
ギ

に
飛
来
し
た
と
き
の
も
の
で
す
。
松
之

山
で
の
生
息
数
は
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
（
文
責
粒
山
暁
）

難
今
月
の
窟
例
探
鳥
会

　
　
▼
鎖
　
鋳
　
3
月
2
2
揖
（
土
）

　
　
　
　
　
　
午
鹸
5
時
30
分
㌻
7
時
3
0
分
ま
で

　
　
▼
場
　
駈
　
バ
ー
ド
ピ
ア
須
山
（
美
人
林
駐
車
場
集
合
）

　
　
▼
身
支
度
　
小
雨
・
小
雲
決
行
に
つ
き
、
防
寒
藩
と
カ
ン
ジ
キ

　
　
　
持
参
。
瞬
れ
て
し
み
渡
り
が
で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。
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介
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で
徴
収
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こ
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で
は
介
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の
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み
を
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介
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ま
す
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潮
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　介護保険でサービスを利絹するには牢講が必要です。本人または

家族の方が、町保健センター窓鑓に申請してください。

灘獣ず磯談してみ譲し孟う・…一
　介護の必要性を感じるタイミングは人によって異なります。家事

が負撞になってきた、一人での外繊が不安になってきたなど、思い

当たることがあったらまず購保健センターに相談してみましょう。

電話でも結構ですのでお気軽に相談してください。

（町保健センターの電講番弩は6一一37Q5です〉

灘i麟講紅必要癒懲の綜…一腐

　サービスを申講するには次のものが必要です。

　①要介護・要支援認定串請書（サー一ビスを受けようとする人の体

　　の状態を審盃するためのものです）

　②介護保険被保険者証（65歳以上の入〉

　③健康保険被保険餐証（40歳から65歳未満の人〉

黛誘獲誕灘器攣騨獄’ぎ鷺為
、灘保験灘憲漸得1こ繕繋て淡灘饗譲蜜．　　　　　　　　蕊甑蟹灘創』
1　　王弩被保険餐（65歳以、ヒ〉の場舎は、時で決められた基準額（第3段階）をもとにして、低携得の人

隔鼎縦廉ま鰻購醗窮8逸饗，轡懸欝めて磁みなさんはこの

上ある

÷はい

　含欝駈得金額が200フヲ弱以

　　↓　　　いいえ

活保護雀曼轡竃審、る

　　　　　　　　　塾・いえ

　　　　　　あな熊本叢熱建毘税（購・県属税〉を納めて輪る

　　↓いいえ

　　　飼捗繊帯縫建罵税姦納め驚いる人が“る

難隣撫騰難繋

あ
な
だ
の
保
険
麟
は

　
　
　
　
ど
ε
に
当
τ
は
ま
る
？

　現在進めている事業計面の見直しにより、勝得段階の基準や介護保険料額が変わります。松之山町では

平成穏葎4月から、基準額（第3段階〉で月額3，360円になる晃込みです。

【段踏別の保険料見込額は、前月暑でお知らせしました議

6

　
み
な
さ
ん
が
納
め
る
保
険
料
は
、
公
費
（
國
・
県
・

町
か
ら
の
お
金
）
と
と
も
に
介
護
保
険
の
た
い
せ
つ

な
財
源
に
な
っ
て
い
ま
す
。
介
護
が
必
要
に
な
っ
た

と
き
に
安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
胴
で
き
る
よ
う
、

介
護
保
険
料
は
必
ず
納
め
ま
し
ょ
う
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

どこの市跨繕でも嚢のような財源負撞により
　　介護保険事業を運営していまず⑪

　　調整交付金　　　　　　　　　　　　　　　　　65歳以上の人

欝 40歳以上65歳未満
（第2・弩被保険麿）

約32％

　
　
　
金

　
　
　
負
　
　
　
　
　
府
％

　
　
　
の
％
　
　
　
　
道
5

　
　
　
圏
2
5
　
　
　
都
捻

※
平
成
蔦
年
度
か
ら
η
無
度
ま
で
の
保
験
料

負
拠
割
含
は
、
第
等
弩
被
保
険
考
綿
％
、

第
2
寄
被
保
険
奢
3
2
％
と
な
り
ま
す
、ン畷濃｝’9　　　　・・辮』　市露瑚の負搬　　　くだろぞ
　　料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　125％

㊤働愈ゆ轡轡愈魯軸漆魯㊧尊廠蓼禽傍藪碗歴鱒鱒検輔樋鱒麟㈱痴傘幽樋輔㈱灘鱒樋㊥騨鹸㊨寧鱒餌鱒ゆ鱒騨㊧鱒魯傍騨㈱鱒鱒螂登鱒鱒輔

崇　　保険料奄納め菰いでい番曇……
　　‘霧’　”　保険料を滞納していると、滞納している期間に応じて保険給付が鰯限される場合があります。

　　　ゆ　　　◎　　　　　保険料は納め忘れのないようにしましょう。

　　　4

　　　・噸糟脚

さらに滞納が続く

と、保険給億力、ら

滞納保険料額を控

除され濠す。

　　　3

蓬年6ケ月以上滞

納すると、保険給

付が一時蓬し此め

となり濠ず。

　　　2

篠年以上滞納する

と、サービスの利

題がいったん金額
自1…3負撞1こなりま

す。

納期限を過ぎると

督促が行われます。

※灘が2年を凝ると、糊韻摂が欄から3割に召捲よ鵬紘り溺額憾サぜス費（嘩劃捌儲鰯が離融り
　一定額を超えた場合に支給される費尾〉が受けられなくなったりします。

嚇

　
コ
ガ
ラ
は
ヤ
マ
ガ
ラ
・
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
・
ヒ
ガ
ラ
類
の
仲
間
で
、

臼
奉
で
は
　
奪
中
晃
ら
れ
る
留
鳥
で
す
。
繁
殖
期
以
外
に
は
一
羽

で
盤
浩
す
る
も
の
も
い
ま
す
．
越
冬
期
に
は
カ
ラ
類
に
混
じ
る
こ

と
が
多
い
で
す
。
薫
に
落
葉
広
葉
樹
林
で
見
ら
れ
、
餌
は
樹
木
の

枝
や
幹
の
毘
虫
類
・
ク
モ
類
の
ほ
か
、
葦
木
の
種
子
や
実
な
ど
で

す
。
コ
ガ
ラ
は
樹
木
の
横
枝
で
も
、
主
に
幹
付
近
で
餌
を
と
る
の

に
短
し
、
岡
じ
仲
闘
の
ヒ
ガ
ラ
は
孟
に
枝
先
付
近
で
餌
を
と
り
、

お
互
い
に
棲
み
分
け
て
い
ま
す
、
｝
見
ヒ
ガ
ラ
に
似
て
い
ま
す
が
、

ほ
ほ
の
下
の
鱈
の
部
分
が
白
い
こ
と
と
、
羽
を
た
た
ん
だ
と
き
の

次
列
風
切
羽
根
が
少
し
自
く
見
え
る
と
こ
ろ
が
違
い
ま
す
。
全
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
捻
㎝
前
後
で
、
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
よ
り
小

さ
く
、
ヒ
ガ
ラ
よ
り
大
き
い
と
て
も
か

わ
い
い
鳥
で
す
。

　
こ
の
写
真
は
霧
が
ち
ら
つ
く
2
月
の

中
旬
、
上
綴
手
の
雑
木
林
内
の
ヤ
ナ
ギ

に
飛
来
し
た
と
き
の
も
の
で
す
。
松
之

山
で
の
生
息
数
は
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
（
文
責
粒
山
暁
）

難
今
月
の
窟
例
探
鳥
会

　
　
▼
鎖
　
鋳
　
3
月
2
2
揖
（
土
）

　
　
　
　
　
　
午
鹸
5
時
30
分
㌻
7
時
3
0
分
ま
で

　
　
▼
場
　
駈
　
バ
ー
ド
ピ
ア
須
山
（
美
人
林
駐
車
場
集
合
）

　
　
▼
身
支
度
　
小
雨
・
小
雲
決
行
に
つ
き
、
防
寒
藩
と
カ
ン
ジ
キ

　
　
　
持
参
。
瞬
れ
て
し
み
渡
り
が
で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。
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l
F
①
①
1

拶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
購

　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
蝋

　
　
　
　
　
　
　
　
な
菜
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
管
恋
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
榊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
糊

　
㎜
①
籔
獣
②
孫
り
総
で
螢
S
つ
る
・

喋
邊
こ
と
　
　
　
悔

戦
奪
　
＾
甘
滝
壁
導
垂
ー
　
　
　
　
　
　
　
ご
㌔
、

撒一糊馴㈱蜘ψ贈脚蹴一職　西騨路騨卵棚鵡起く嚇脚贈構騨蝉㎜㎜㎜

．軽＿塾器蕪麟転欄聯騨
　　礁　麺　i鵬驚縢しい思鵬をし、つばし’
　　　　　　　　　　　持つて、ワクワク・ドキドキの薇歪年生が

翻麟驚翻…雛潔
　　　　騨縄1繋織6號器と

離畿さん1
＿＿＿＿＿＿＿一一一｝・ノ　　　　．嚢　　　類逢影　．

①
露
講
　
②
友
遷
を
い
つ
し
ょ
に

や
つ
癒
ト
ラ
ン
ホ
リ
ン

　　　　ゆうζ　　　　鍍

鈴木悠駅ん！l
壇x＿，’摺榊鵠㎜㎜陥邸x蝋心照“黙闘侶・㎡’　嵩順

’曽“灘轍脚西脚ウ馴贈闘側硝揃吊蹴卿鵬興博鞠｝ドく’

①
籔
猷
　
＠
ト
ラ
ン
ホ
リ
ン
で
あ

ー
ぶ
く
た
つ
懲
し
た
ど
と

猷顯圏■陰『．測■■騰鞍熱

　　　ゆう　
杓由　雄霧くん

脚蝋
臨
①
傭
禽

榊撚
し
た
ε
と

脇く

②
品
ん
な
で
廿
ツ
カ
…？韻編くん　　　む　　

小林　来歩さん

噂唾㎜1猟帥＾　㎜峠　　瀞櫛脚寓欄、

発
黎
で
魏
毒
墓
つ
て
鎌

　　　～あ穰

原千罷さ

　　　　やす侭為

芦邊康治くん

①
籔
獣
　
②
な
わ
と
び
が
ず
ご
く
　
　
①
と
び
ば
こ
　
②
め
い
ろ
遊
び
が

と
蕃
に
な
つ
た
よ
　
　
　
　
　
　
鴬
お
も
し
ろ
か
つ
た

　　　　や　の
纏木　綾乃さん

　　　　み　ゑ
禰原　祐樹くん

①
国
灘
　
＠
み
ん
な
で
オ
ニ
ご
つ
咄

こ
で
遊
ん
だ
こ
と
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　　　　力響篶

涌井一季くん

雛

葉さん

①
舞
②
蓉
奮
つ
蓉
藻
①
毯
②
み
念
舞
蓼
姦
①
7
ん
＠
が
ん
ぱ
つ
蓬
漁

し
か
つ
瘡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慧
し
芝
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
盤

　　　が　い
佐藤　優衣さん

㌘い

凱くん佐藤

轡
響
鎌
嫁
ば
け
漆
渠
撲
ハ
㍊
鎌
紮
と
建
ご
瀦
縫
皮
遼
綾
だ
ガ
ン
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
嚢
＾
　
く
，
華
舞
　
　
　
　
葦
甘
、
津
、
㌔
畏
　
　
　
堂
ξ
　
ウ
、
塁
き
蓋
髪
》
辱
、
　
　
　
　
　
　
　
く
を
、
毒
た
を
、
　
餐
ノ
、
篤
イ
z
ミ
壷
能
空
窓
．
き
匙
4
＄
㍗
昏
、
　
　
其
毎
璽
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
舞

亀

　　　　　　　伽　　　　　　’～帆ン㎜　　　　一　　榊一　㎜瓠一

レ　　　　　　　　蒙量お

ミ福原　愛美さん

．
轟
実

　
み
くん軸

　
　
滞

縄
磯
搾
鑓
鰻
辺
拷
薪
溜
綿
鎌
ふ
鋤
造
難
郷
糠
門
濃
縫
譲
詠
響

　
　
　
　
　
ん

　
　
　
　
　
く
　

　
　
　
　
　
し
宏
㎜

　
　
　
　
　
の
功

　
　
　
　
　
村
韻

　
　
　
　
　
漁

⑧
楽
し
か
つ
瘡
親
子
簾
牌

　
　
　
　
　
　
ー
　
㎜

脚

ん
魍

麟
駿

・
①
ク
ロ
カ
ン
ス
キ
ー
＠
ソ
リ
の
■

㎜
り
や
ス
キ
ー
、
楽
し
か
つ
た
な
あ

辮

①
勉
強
　
②
戦
い
ご
つ
こ
や
い
ろ
脚

ん
な
遊
び
い
つ
ば
い
や
つ
麓

萎　い　　　灘雛1　ろ　保坂　岳濾くん
蓑

’㌧蝋ず￥榊居＿螺，窄僻♂ウ～即贈＿脚献、鱒舩一帆雌一一

・
鱗
一

蒙
毒欝

ま　ゆ

真タちゃん（2歳）

≧
禦
寿

專

脚　P
雛難

高橋一夫・利枝さんの長女

　　　　　（天水島・坂φ）

綴目分のこと“談に”って言い磁したらね、おとちゃ

ん達みんなにそう呼ばれるの．ほんとの名前忘れちゃ

いそう。■まにお魚が大好き、特に1赤いト・卜（弼鎗）

には目がなくなっちゃう．でもね、おかちゃんが作る

レンコンのキンビラ、あの震感もたまらなく好き。雛

ご飯のあとはいつもお手伝い．みんなのはしを集めて

さっさと運んじゃう。だって後かたづけは攣くしなく

ちゃ。おかちゃん、さっさとやってしまいましょ！欝

みんなに好評なのはわたしの踊りなんだ．好きな紬が

流れると自然に体が動いて、お贋を娠って踊っちゃう

んだって、キャー！はずかしい。

【ご爾親から一醤葺

おおらかでのびのびとした子に欝って欲しいです、，

確
　
融
　
単
　
鄭
　
O
　
φ
　
鼻
　
撃
　
命
　
“
　
鯉
　
O
　
O
　
僧
　
O
　
敦
　
僻
　
G
　
ゆ
　
働
　
婆
　
毎
　
◎
　
巻
　
O
　
O
漣
　
蝉
　
①
　
摯
　
価
　
辱
　
象
　
俸
　
逸
　
①
　
必
　
嬬
　
ψ
　
の
　
藤
　
⑤
　
ゆ
　
汐
　
㊥
　
冷
　
争
　
G
　
“
　
疹
　
弟
　
準
　
O
　
櫛
　
厭
　
O
　
格
　
撃
　
O
　
ゆ
　
曽
　
O
　
駅
　
俸
　
G
　
象
　
価
　
席
　
象
　
轡
　
“
　
φ

さとみちゃん（2歳〉

内宙　浩・里子さんの長女

　　（天水島・湯本駐在漸〉

篠わたしってね、いろんなことに気がつくの。だけど

あんまりちゃわちゃわと雛話を焼くので、お鍛さんた

らわたしのこと“ちゃわ子”なんて呼ぶんだから。篠

ちゃわ子の特技はすごいよ．お兄ちゃんが行ってる松

璽保簿醗のお友達の名前、ぜ～んぶ露えちゃうし、お

鐙さん達の顔も覚えてる、、でも、ヂかわいいねi　Jの

ことぱにチョウ弱いのが弱点、懸露ってとっても楽し

いね。だってスキー鑛に行って、大好きなお父さんに

おんぶしてス峯一ができるんだもん、，“お父さんにお

願い、、パチン⊃行ってもいいけど大好きなチ3コのお

みやげ忘れないでね．

（お母さんから一書ユ

　4角から念願のひよ子絹だね．あなたは“ちゃわ子”

なんだから、あまりお茂達の世話を焼かないでね。

氏
コ
7

★
訪
聞
雷
護
業
務
を
充
実
し
ま
す

④
　
　
　
穏
か
ら
診
療
醗
で
藥
を
調
劃
ず
る
業
務
が
な
く
な
る
こ
と
か

　
　
　
ら
、
ご
家
庭
で
購
人
を
懸
護
さ
れ
て
い
る
応
を
糞
援
竃
る
た

め
の
訪
問
蓄
護
業
務
を
発
実
し
て
い
き
ま
ず
。
櫛
込
鶏
紙
は
診
療
駈

に
綱
意
し
て
あ
り
ま
ず
の
で
ご
利
霧
下
さ
い
。
な
お
訪
悶
誉
護
を
利

霧
し
た
霧
愈
は
料
金
の
罐
割
を
負
摸
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

ず
。
詳
し
い
こ
と
は
窓
0
で
お
気
軽
に
ご
櫓
談
下
さ
い
。

★
4
月
か
ら
属
間
の
薬
局
が
営
業
を
開
始
、

　
町
営
バ
ス
待
合
所
と
し
て
も
ご
利
屠
下
さ
い

⑧　　　
ア
ウ
ル
物
松
之
磁
薬
局
し

　
　
　
が
営
業
を
溺
始
し
ま
ず
。

「
ア
ウ
痴
し
は
英
語
で
「
フ
ク

O
ウ
し
の
こ
と
で
、
松
之
山
購

の
皆
さ
ん
か
ら
幸
編
に
な
っ
て

ほ
し
い
と
の
願
い
を
込
め
て
命

犠
し
た
と
い
う
こ
と
で
ず
．

　
松
之
山
薬
矯
で
は
、
皆
様
に

お
役
立
て
い
た
だ
く
よ
う
次
の

業
務
を
行
い
ま
す
、
麟
の
豫
近

な
薬
局
と
し
て
お
気
軽
に
ご
利

紹
下
さ
い
。

　　　　欝馨

麟
叢羅

　　　　　縫　　　　懸　　　　欝　　繍馨灘鍵

　　　　　欝

　　　灘

★
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
は
や
っ
て
き
ま
し
た

㊥　　
　
内
で
も
A
珊
等
B
墾
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
て
き
ま

　
　
　
し
た
、
醤
通
の
カ
ゼ
と
違
い
、
急
に
発
熱
し
高
い
体
濃
に
な

つ
た
ら
要
淫
憲
で
ず
。
ず
ぐ
に
診
察
を
受
け
、
栄
養
晒
の
高
い
食
事

を
と
り
暖
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　昭憩63年3月に閉校した旧三省小学校

は、平成元年より学校法人ゼ啓論学鑛3

の短期合宿施設として引き継がれ、地域

活動の拠点としても漕期されています。

薙年この縛期町からの要講を受け、地域

の岡窓生による母校の屋根嚢除磐が行わ

れます。今年も弁当・スノーダンプ持参

の14人が集まり、地域が一望できる母校

σ）屋1根で汗を流しました。
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小
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熱
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し
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．
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．
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．
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で
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て
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に
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ま
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…
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豪
霧
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に
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り
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で
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す
浦
園
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の
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は
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目
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え
ま
し
た
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方
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か
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6
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が
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舎
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を
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体
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し
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も
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照
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4
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入
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れ
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。
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さ
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　ま二川手地区の25人の有志によるザ廻手そばまつり実
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の収穫が上がりました。当籏の集会漸は、昼の試食会に

両けて朝から大忙し。みんな素人とはいえさすがに6葎

の経験は撰達ではなく、見事なそぱが次々打ち上がって

いきました。また会場に来られないお年寄りには、簸で

たてのそばが自宅まで配達されたいへん欝ばれています。

味はもちろん最蕎でした。
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。
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と
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健
橿
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董
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に
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意
し
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あ
り
ま
す
の
で
お
問
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合
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せ
下
さ
い
。
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－
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検
察
審
査
会

　
検
察
審
蓋
会
は
、
選
挙
権
を
有

す
る
方
の
中
か
ら
ク
ジ
で
選
ば
れ

た
U
人
の
審
奮
員
が
、
犯
罪
の
被

害
餐
な
ど
か
ら
の
申
し
立
て
に
よ

っ
て
、
交
通
事
故
・
雛
欺
な
ど
の

珊
事
事
件
で
検
察
官
が
そ
の
事
件

を
裁
判
に
か
け
な
か
っ
た
こ
と
（
不

勺擁鐸罪広域圏幾宏ガ権擦灘
シン，飛σジ穿ム識欄篠窃轟実ず

趨
訴
処
分
と
い
い
ま
す
）
が
蕉
し

い
か
ど
う
か
を
審
奮
す
る
シ
ス
テ

ム
で
す
．
不
罎
訴
処
分
に
鮒
し
て

ご
不
満
を
お
持
ち
の
方
は
、
轟
賑

検
察
審
奮
会
事
務
局
に
お
気
軽
に

ご
穣
談
下
さ
い
。
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問
い
合
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せ
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潟
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懸
検
察
審
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事
務
局

　
實
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　鰯人や…惚治体では避けられない勢いで合併問題が現実化しています。

地方分権の本質や爾羅私案による合併の動きなどについての基調講演を

行い、併せて十闘町広域圏6市町村の発表者による「将来の十礒町広域

圏について」と題したパネルディスカッションを醐催します。入場は無料、

マイクロバスも手配します．ぜひご参撫下さい。

　　懸日時　平成驚年3月15β〈土〉午後6時から9蒋まで

　　灘会場　ク資スio（十β町地域地場産業振興センター）大ホール

　　麟基翻講演講露雨　PgP総合礒究所　　幾照英傭氏

　　繋バスをご利馬したい方は

　　　松之由町役場醜　午後5時焉分発です

　　　総務諜行政係までご連絡下さい　麿6－31綴

懸
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翻
騒
讐

　
ダ
イ
レ
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ト
メ
…
ル
や
電
信
柱

の
張
り
紙
な
ど
で
、
　
「
即
決
融
資
」

「
審
蛮
不
要
」
な
ど
と
甘
い
書
葉

で
誘
い
、
短
期
問
で
法
外
な
金
利

を
取
る
い
わ
ゆ
る
ヤ
ミ
金
融
や
、

惜
入
先
を
紹
介
し
た
ふ
り
を
し
て

蕎
額
な
手
数
料
を
講
求
す
る
紹
介

屡
な
ど
、
悪
質
な
金
融
業
者
に
よ

る
被
審
が
県
内
で
も
急
増
し
て
い

ま
す
。
惜
り
る
側
に
も
費
任
が
あ

る
こ
と
な
の
で
十
分
気
を
付
け
ま

し
よ
う
。

　
現
筏
県
庁
で
取
り
扱
っ
て
い
る

パ
ス
ポ
ー
ト
の
串
講
・
受
け
取
り

業
務
が
、
4
月
2
8
B
（
月
）
か
ら

薪
潟
市
万
代
農
に
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プ
ン
す
る
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ッ
セ
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業
務
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ル
）
の
「
新

潟
県
パ
ス
ポ
…
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セ
ン
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ー
」
に

移
転
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ま
す
。
移
転
後
は
県
庁
で

の
業
務
は
閉
鎖
に
な
り
ま
す
の
で

ご
涯
恵
下
さ
い
。

　
来
年
春
（
平
成
掲
年
3
月
）
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県
外
の
大
学
・
短
大
・
專
門
学
校

を
卒
業
予
定
の
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を
対
象
に
、
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内
企
業
人
事
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と
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接
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職
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警
職
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の
採
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説
萌
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憲
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闘
催
し

ま
す
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ま
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麗
催
期
間
中
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ハ

ロ
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ワ
…
ク
職
員
に
よ
る
綴
別
就

職
相
談
を
行
い
ま
す
。

門
梁
内
企
業
面
接
会
偏

　
β
時
平
成
絡
年
4
月
7
翼
月
）

　
午
崩
U
時
～
午
後
4
隣

［
漿
職
員
・
銀
警
職
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の
採
馬
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明
会
｝
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時
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播
緯
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8
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）

　
午
蔚
n
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後
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時
3
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午
後
3
時
の
3
翻
醐
催

＊
会
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葺
ブ
パ
肇
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賠
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出
会
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の
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滋
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摺
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線
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目
縣
2
番
餓
貸
か
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漣
響
亀

寒
鶏
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年
金
の
記
録
は
、
就
職
・
転
職
・

退
職
な
ど
に
よ
り
、
撫
入
す
る
年

金
鰯
度
が
変
わ
っ
て
も
岡
じ
基
礎

年
金
番
畢
で
管
理
し
ま
す
。
す
で

に
年
金
手
緩
を
お
持
ち
の
み
な
さ

ん
が
就
職
し
た
と
き
は
、
そ
の
年

金
手
鰻
を
就
職
先
に
提
繍
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
基
礎
黛
金
番
畢

の
記
載
さ
れ
た
鴨
年
金
手
縷
隔
は
、

盆
涯
使
罵
し
ま
す
の
で
大
劔
に
保

管
し
ま
し
ょ
う
。

●定期預金などについては、これまで岡様、頚金餐一人当たり、

　一金融機関毎に元；類，000万円までとその利息等が保護さ為ます。

●平成謹7隼4月以鋒は、当座預金等の利息のつかない預金が

　金額保護されることになりまずo

　華磁7奪4月～

利憲のつカ、な㌧、等の

条礁癒満た笠預盆は
奎額像護

平成14奪4月～平成肇7葎3月期関
薦畠の分類

護保額全

合算じて元本懇，000万陀までとその利慧等を保護

　　　〔難鱗難欝鱗麟鰍〕

襲座預金

薮通預金
園段預金

定期預金

憲期積金
ビッグ

ワイド等

領
金
保
険
の
対
象
商
畠

　　　　　　　保護舛象外

隣麟難魏鰭綴需轡〕
外貨預金

譲濃牲頚金
ヒット等

対
象
外
窟
品

　
尊
い
命
を
救
う
た
め
に
、
溝

防
署
で
は
普
通
救
命
講
習
会
を

醐
催
し
ま
す
。
内
容
は
「
入
工

呼
吸
扁
「
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
幅
な

ど
の
技
衛
講
習
が
中
心
で
、
受

講
者
の
皆
さ
ん
に
は
講
習
終
了

後
、
普
通
救
命
講
習
修
了
証
を

交
付
し
ま
す
。
万
一
の
事
故
の

時
、
命
を
救
う
の
は
あ
な
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
．
料
金
は
無
料

で
す
。
多
数
の
方
の
ご
参
繍
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

段
蒔
　
単
成
欝
年
3
月
23
揖
く
θ
）

　
　
　
午
繭
9
時
か
ら
据
時

会
場
　
十
臼
町
地
域
滴
防
本
部

　
　
　
　
　
　
　
　
3
踏
講
堂

串
込
・
問
い
禽
わ
せ
先

　
松
之
由
分
遣
所
ま
で

　
　
　
　
　
費
6
…
2
3
3
0

　
ご
利
爆
の
際
は
、
電
話
で
ご

確
認
の
上
お
患
か
け
下
さ
い
。

3
月
総
鷺
（
β
）

　
松
之
山
診
療
所
　
燈
6
－
2
2
4
0

4
月
給
臼
（
β
）

　
県
立
松
代
病
院
　
敷
7
－
2
1
0
0
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下
さ
い
。

　
ま
た
薩
接
機
関
宛
に
問
い
合
わ

慧
る
こ
と
も
で
き
ま
す
．

O
総
務
省
翻
可
法
人
　
平
職
祈
念

　
事
業
特
馴
基
金

　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
0
1
2
0
－
2
3
4
－
9
3
3

　
ホ
…
ム
ペ
…
ジ

　
簿
9
榊
＼
＼
妻
タ
謎
び
鉱
堤
讐
O
戦
む
＼

塗
襟
δ
罎
す
か
？

検
察
審
査
会

　
検
察
審
蓋
会
は
、
選
挙
権
を
有

す
る
方
の
中
か
ら
ク
ジ
で
選
ば
れ

た
U
人
の
審
奮
員
が
、
犯
罪
の
被

害
餐
な
ど
か
ら
の
申
し
立
て
に
よ

っ
て
、
交
通
事
故
・
雛
欺
な
ど
の

珊
事
事
件
で
検
察
官
が
そ
の
事
件

を
裁
判
に
か
け
な
か
っ
た
こ
と
（
不

勺擁鐸罪広域圏幾宏ガ権擦灘
シン，飛σジ穿ム識欄篠窃轟実ず

趨
訴
処
分
と
い
い
ま
す
）
が
蕉
し

い
か
ど
う
か
を
審
奮
す
る
シ
ス
テ

ム
で
す
．
不
罎
訴
処
分
に
鮒
し
て

ご
不
満
を
お
持
ち
の
方
は
、
轟
賑

検
察
審
奮
会
事
務
局
に
お
気
軽
に

ご
穣
談
下
さ
い
。

0
問
い
合
わ
せ
先

　
新
潟
地
方
裁
覇
勝
窩
㌶
支
部

　
高
懸
検
察
審
沓
会
事
務
局

　
實
0
2
5
－
5
2
4
－
5
i
6
0

　鰯人や…惚治体では避けられない勢いで合併問題が現実化しています。

地方分権の本質や爾羅私案による合併の動きなどについての基調講演を

行い、併せて十闘町広域圏6市町村の発表者による「将来の十礒町広域

圏について」と題したパネルディスカッションを醐催します。入場は無料、

マイクロバスも手配します．ぜひご参撫下さい。

　　懸日時　平成驚年3月15β〈土〉午後6時から9蒋まで

　　灘会場　ク資スio（十β町地域地場産業振興センター）大ホール

　　麟基翻講演講露雨　PgP総合礒究所　　幾照英傭氏

　　繋バスをご利馬したい方は

　　　松之由町役場醜　午後5時焉分発です

　　　総務諜行政係までご連絡下さい　麿6－31綴

懸
麗
繋
齢
麟
◎
翻
翻
騒
讐

　
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
…
ル
や
電
信
柱

の
張
り
紙
な
ど
で
、
　
「
即
決
融
資
」

「
審
蛮
不
要
」
な
ど
と
甘
い
書
葉

で
誘
い
、
短
期
問
で
法
外
な
金
利

を
取
る
い
わ
ゆ
る
ヤ
ミ
金
融
や
、

惜
入
先
を
紹
介
し
た
ふ
り
を
し
て

蕎
額
な
手
数
料
を
講
求
す
る
紹
介

屡
な
ど
、
悪
質
な
金
融
業
者
に
よ

る
被
審
が
県
内
で
も
急
増
し
て
い

ま
す
。
惜
り
る
側
に
も
費
任
が
あ

る
こ
と
な
の
で
十
分
気
を
付
け
ま

し
よ
う
。

　
現
筏
県
庁
で
取
り
扱
っ
て
い
る

パ
ス
ポ
ー
ト
の
串
講
・
受
け
取
り

業
務
が
、
4
月
2
8
B
（
月
）
か
ら

薪
潟
市
万
代
農
に
オ
…
プ
ン
す
る

朱
鷺
メ
ッ
セ
（
業
務
ビ
ル
）
の
「
新

潟
県
パ
ス
ポ
…
ト
セ
ン
タ
ー
」
に

移
転
し
ま
す
。
移
転
後
は
県
庁
で

の
業
務
は
閉
鎖
に
な
り
ま
す
の
で

ご
涯
恵
下
さ
い
。

　
来
年
春
（
平
成
掲
年
3
月
）
に

県
外
の
大
学
・
短
大
・
專
門
学
校

を
卒
業
予
定
の
学
生
を
対
象
に
、

県
内
企
業
人
事
撞
当
者
と
の
個
劉

面
接
会
や
、
県
職
輿
・
県
警
職
籔

の
採
絹
説
萌
会
を
東
憲
で
闘
催
し

ま
す
。
ま
た
麗
催
期
間
中
は
、
ハ

ロ
…
ワ
…
ク
職
員
に
よ
る
綴
別
就

職
相
談
を
行
い
ま
す
。

門
梁
内
企
業
面
接
会
偏

　
β
時
平
成
絡
年
4
月
7
翼
月
）

　
午
崩
U
時
～
午
後
4
隣

［
漿
職
員
・
銀
警
職
員
の
採
馬

　
説
明
会
｝

　
臼
時
　
平
成
播
緯
4
月
8
目
（
火
）

　
午
蔚
n
時
、
午
後
王
時
3
0
分
、

　
午
後
3
時
の
3
翻
醐
催

＊
会
場
　
六
本
木
ジ
葺
ブ
パ
肇
ク

　
2
賠
「
出
会
い
の
フ
滋
ア
」

＊
交
通
　
　
地
下
－
鉄
講
摺
北
線
薫
ハ
本

　
木
一
丁
目
縣
2
番
餓
貸
か
ら
徒

漣
響
亀

寒
鶏

y2

＼

　
年
金
の
記
録
は
、
就
職
・
転
職
・

退
職
な
ど
に
よ
り
、
撫
入
す
る
年

金
鰯
度
が
変
わ
っ
て
も
岡
じ
基
礎

年
金
番
畢
で
管
理
し
ま
す
。
す
で

に
年
金
手
緩
を
お
持
ち
の
み
な
さ

ん
が
就
職
し
た
と
き
は
、
そ
の
年

金
手
鰻
を
就
職
先
に
提
繍
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
基
礎
黛
金
番
畢

の
記
載
さ
れ
た
鴨
年
金
手
縷
隔
は
、

盆
涯
使
罵
し
ま
す
の
で
大
劔
に
保

管
し
ま
し
ょ
う
。

●定期預金などについては、これまで岡様、頚金餐一人当たり、

　一金融機関毎に元；類，000万円までとその利息等が保護さ為ます。

●平成謹7隼4月以鋒は、当座預金等の利息のつかない預金が

　金額保護されることになりまずo

　華磁7奪4月～

利憲のつカ、な㌧、等の

条礁癒満た笠預盆は
奎額像護

平成14奪4月～平成肇7葎3月期関
薦畠の分類

護保額全

合算じて元本懇，000万陀までとその利慧等を保護

　　　〔難鱗難欝鱗麟鰍〕

襲座預金

薮通預金
園段預金

定期預金

憲期積金
ビッグ

ワイド等

領
金
保
険
の
対
象
商
畠

　　　　　　　保護舛象外

隣麟難魏鰭綴需轡〕
外貨預金

譲濃牲頚金
ヒット等

対
象
外
窟
品

　
尊
い
命
を
救
う
た
め
に
、
溝

防
署
で
は
普
通
救
命
講
習
会
を

醐
催
し
ま
す
。
内
容
は
「
入
工

呼
吸
扁
「
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
幅
な

ど
の
技
衛
講
習
が
中
心
で
、
受

講
者
の
皆
さ
ん
に
は
講
習
終
了

後
、
普
通
救
命
講
習
修
了
証
を

交
付
し
ま
す
。
万
一
の
事
故
の

時
、
命
を
救
う
の
は
あ
な
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
．
料
金
は
無
料

で
す
。
多
数
の
方
の
ご
参
繍
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

段
蒔
　
単
成
欝
年
3
月
23
揖
く
θ
）

　
　
　
午
繭
9
時
か
ら
据
時

会
場
　
十
臼
町
地
域
滴
防
本
部

　
　
　
　
　
　
　
　
3
踏
講
堂

串
込
・
問
い
禽
わ
せ
先

　
松
之
由
分
遣
所
ま
で

　
　
　
　
　
費
6
…
2
3
3
0

　
ご
利
爆
の
際
は
、
電
話
で
ご

確
認
の
上
お
患
か
け
下
さ
い
。

3
月
総
鷺
（
β
）

　
松
之
山
診
療
所
　
燈
6
－
2
2
4
0

4
月
給
臼
（
β
）

　
県
立
松
代
病
院
　
敷
7
－
2
1
0
0

’3
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16（水〉毛媛運李曹醤墜種（’1’学碑生）

“
”z

調剤薬局r松之山薬局」営業闘始

春の火災予紡週闘　7黛まで1侠）

ほのぼの教塞17（木〉エアロビクス
2（水〉

18（劒

体餐村セソタ副

岬／4鍔、9帥
レ時闘／午麟蒔

3（本）

19㈹4懲鳩納保翻入臨

20（β）5㈹

21㈲6（縫〉

22㈹職1

23（水〉　塁轄奮費接種（中学講生）

町内小学校入学式（午繭）

中学校入学式（午後〉7倶）

ポリオ予防接種（乳幼晃）8㈹

ほのぼの教塞24（木）ニコニ．コ教窯（体養村センター）

エアqビクス
9（水〉

25（釣10（本〉繭ほのぼの撚

民俗資料館開館26Gb11㈹
松之山診療所休臼診療当番資27（β）12㈹

28㈱1嫉1狂犬病予防注蝋納1絵場）松之出温泉クqスカントリースキー大会
桑立松代病院休霞当番段

13（β）

クリーン大作戦

工ア瓜ビクス

㈹
㈱9
0
2
3

15（火）

漁
ン

鰺
鰻耀憲灘簿裂

魅
麟
馨
黙

14㈹

多努

　
　
　
　
　
、
醸
ド
、

岬
欝
　
　
麟
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
岬

　
　
　
　
　
　
　
　
が

禦睡
　暖かくなる
　火から離れ

なるとタトに出る毒幾禽が増えま1す。

離れ，ると，吉はまiずは…省してカ・ら。

導騨
　
　
　
　
　
ざ
・

麟
雁
騨
、
羨
．

14

騒

松之山分遣所松之山時消防國

◎戯

幽
　
、、

　
ノ累

　
　
ゆ
　
　
と

鵡
轟
霧
、
よ
り

　
　
　
　
　
松
之
由
鱒
生
灌
学
習
だ
よ
り
　
公
鶴
館
　
禦
6
…
2
2
6
5

　
平
成
播
奪
度
蔑
齢
麿
学
翌
講
歴
の

受
講
盤
を
募
集
し
ま
す
、
薄
象
は
理

荏
64
才
以
上
の
方
で
す
。
希
望
餐
は

電
話
で
町
公
艮
館
ま
で
お
串
込
み
く

だ
さ
い
。

▼
躍
数
　
月
1
画
（
5
月
～
）

▼
会
場
　
休
養
粒
セ
ン
タ
ー

▼
鰭
間
　
午
莇
1
0
時
～

　
　
　
　
　
　
午
後
王
時
30
分

▼
送
避
　
町
営
バ
ス
等
を
利
罵
し
集

　
合
、
帰
り
は
送
還
バ
ス
を
運
行
す

　
る
予
定
。

▼
持
ち
物
　
畳
食
、
筆
記
爾
翼

▼
締
切
　
3
月
27
8
〈
塞
〉

▼
串
込
先

　
町
公
罠
館
　
燈
6
－
2
2
6
5

　
樽
集
落
・
氏
名
・
屋
弩
を
お
知
ら

　
せ
く
だ
さ
い
。
』

　
4
月
か
ら
陶
芸
教
室
を
闘
催
し
ま

す
。
新
老
人
か
ら
真
老
人
ま
で
、
陶

芸
に
興
瞭
の
あ
る
方
は
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
、

▼
β
時
　
4
月
鐙
・
2
4
β

　
　
　
　
　
　
午
後
玉
時
30
分
～

▼
会
場
　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
ハ
ウ
ス
2
踏

▼
持
ち
物
　
粘
土
代
2
0
0
鍔

　
工
プ
ロ
ン
、
タ
ォ
ル

▼
串
込
み

　
当
段
会
場
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い

訟裁．鍵キー揚蓄難薦贈一

　　　　　　　　　　　　　　　》会場　松之山温泉スキー場

　　　　　　　　　　　　　　　鋳内容　味の麗台村、ゲー一ム大会、もちつき大会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　甘灘・豚汁無料サービスなど

　　　　県スキー運盟公認

　　第肇7鐵松震出温泉
窮殿暴覆潔熱、襲懇蒸泰霧霧駿

○期9　4月青3臼（臼）
○時闘　卑葡8賭30分～午後2鋳
○会場　大厳寺高原

　　　クロスカントリーコース

o種目
　①小学5鐸（男子・女子〉

　②小掌6隼（勢子・女子〉
　③中学1葎（男子・女子）
　④中掌2・3奪（男峯・女茎〉

　⑤少葎（蕩校生）男子等～3奪
　⑤成葎男子⑦高校生女子・成年女子
☆（200等葎4月2欝　　現慈Eの奪齢・掌

　葬とする）

☆掌校畏の許斑がある場合は4葎も嶺
　場可、この場念は5‘年の部とする◇

●申込期鰻4月8∈ヨ（火）必鷹
●碑葦込・蒸藝絡先　　籔y公震1館　　費6－2265

●参撫料　蓬，000円

o碧緊彰　各総復～3位にト鑓フイー、
　　　　また爆～6｛立まで蜜零犬と賞最

准9醐

鍼纏黙議
のアルペンレースに
みませんか。

3臼（β〉
｝段寺～午顎麦3鋒寺

職票スキー場
1アントスラ漂一ム
翻〉

…～3位

隻は6位まで〉

GO円
｝月輸8（月）必溝

キー協会事務馬

第
羅
灘
癒
師
撫

　
　
黒
㌃
鵜
緒
魏
課
農
鶴

　
譲

　
　
　
　
今
チ
　
●
．
o
肇
　
．
　
o
o
O

　
　
　
P

緊スキー連盟公認ポイントレース

　　　第璽o醸松驚鐵潟寒

難ST・サ！コモンカツ翼

鞭　嚢賜襲煮蕪
○期澱　　3月22臼（土）

●時聞　 午鶴8時＾’苧後3琶寺

●会場　松之出温泉スキー場

●種輿　大魑転
●参撫資格
　①ノ卦掌生IA（6葎）男』茎・女二子

　②小学生B（4～5隼〉男子・女子ξ小

　　学3隼生以下は、勝属長の推薦が
　　あれば撫場できます。肇

　③中学隻（1～3奪〉男子・女子

☆定轟300名にな夢次第に締め切》
　ます。

o申込期限　3月稔段（水）

o申込・連絡先
　町公昆館　　歌6－2265
■参お駐料　　篠，500円

o表章多　釜毅護蓬～6｛立まで

☆中学生は、蓬無竺を耕象に籍人優秀
　賞を授与する（男女各蓬名〉

75
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松之山診療所休臼診療当番資27（β）12㈹
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桑立松代病院休霞当番段
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㈹
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0
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訟裁．鍵キー揚蓄難薦贈一

　　　　　　　　　　　　　　　》会場　松之山温泉スキー場

　　　　　　　　　　　　　　　鋳内容　味の麗台村、ゲー一ム大会、もちつき大会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　甘灘・豚汁無料サービスなど

　　　　県スキー運盟公認

　　第肇7鐵松震出温泉
窮殿暴覆潔熱、襲懇蒸泰霧霧駿

○期9　4月青3臼（臼）
○時闘　卑葡8賭30分～午後2鋳
○会場　大厳寺高原

　　　クロスカントリーコース

o種目
　①小学5鐸（男子・女子〉

　②小掌6隼（勢子・女子〉
　③中学1葎（男子・女子）
　④中掌2・3奪（男峯・女茎〉

　⑤少葎（蕩校生）男子等～3奪
　⑤成葎男子⑦高校生女子・成年女子
☆（200等葎4月2欝　　現慈Eの奪齢・掌

　葬とする）

☆掌校畏の許斑がある場合は4葎も嶺
　場可、この場念は5‘年の部とする◇

●申込期鰻4月8∈ヨ（火）必鷹
●碑葦込・蒸藝絡先　　籔y公震1館　　費6－2265

●参撫料　蓬，000円

o碧緊彰　各総復～3位にト鑓フイー、
　　　　また爆～6｛立まで蜜零犬と賞最

准9醐

鍼纏黙議
のアルペンレースに
みませんか。

3臼（β〉
｝段寺～午顎麦3鋒寺

職票スキー場
1アントスラ漂一ム
翻〉

…～3位

隻は6位まで〉

GO円
｝月輸8（月）必溝

キー協会事務馬
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緊スキー連盟公認ポイントレース

　　　第璽o醸松驚鐵潟寒

難ST・サ！コモンカツ翼

鞭　嚢賜襲煮蕪
○期澱　　3月22臼（土）

●時聞　 午鶴8時＾’苧後3琶寺

●会場　松之出温泉スキー場

●種輿　大魑転
●参撫資格
　①ノ卦掌生IA（6葎）男』茎・女二子

　②小学生B（4～5隼〉男子・女子ξ小

　　学3隼生以下は、勝属長の推薦が
　　あれば撫場できます。肇

　③中学隻（1～3奪〉男子・女子

☆定轟300名にな夢次第に締め切》
　ます。

o申込期限　3月稔段（水）

o申込・連絡先
　町公昆館　　歌6－2265
■参お駐料　　篠，500円

o表章多　釜毅護蓬～6｛立まで

☆中学生は、蓬無竺を耕象に籍人優秀
　賞を授与する（男女各蓬名〉
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4鍔暑の礁剛

4周号2003．N。、326

写輿上二松之山申掌校第56圏卒業生

写真下二安蕎松之鐵分校第52園卒業生

ギ議慧餐灘馨糠壽

　～町内姦絞で楽叢式が行われました～　塾阻o～録

罫譲懇露滴撫盤べ壽
　触町内の謝東雛を紹介します～　鋳P捻～至3

豊

舞蓉驚農箏糞壽城灘
　～予舞の擬賂を蝿載しました～　》P2～4

ご霧霧携禽轡議擬驚鰻壽

　～町擾のコメントを賜職しました　鄭P5

糠糞の鷺蔑灘警灘薦
　～漸年震職鰻体網を顛写輿で紹介します～ 麹P6～＄
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おめでた（出生）
ホうこ

洋子ちゃん

うん

凛ちゃん

霧辮

樋欝真一一・清美さん

　　　中麗（下）

小出俊之・靖代さん

　　　新　山（小爵屋〉

おくやみ（菟亡）

小ロ　シズさん

相霞久一さん
大箆キクさん
久保爾ヨシノさん

87歳　松之由（与善）

49歳　松之磁（中屋敷）

87歳　下籔漉（そりめ）

82歳　　藍F　根　（上〉

＊2月工資から2月288までの雇出分です。

＊広報に載せてほしくない方は、届出の時
　に窓口にお語ください。

口
男
女
数

人
帯
総
撹

　　　　2月28鷺現在
3，0雛人（一5〉

王，494人（一1）

工，587人　（一4〉

三，099戸　（漏1）

（〉内は煎月との比較

　町民憲章　昭秘，，年，月繊

わたしたちは松之由町罠です。郷土を愛し、
みんなでよりよい町づくりをしよう。

時艮の合書葉

　　i、美しい緑と雪の中で
　　　　　　　　心豊かな人になろう
　　i、ブナの穂が触れ含うように

　　　　　　　　連体の心をもとう
　　i、湧きいづる湯泉のように
　　　　　　　　翻造のカを蕩めよう

縄

感
”
聾
慧

騰撚

漁＠⑨融 譲辰勲曇
　　麟羅綴蕪顯灘叢議総

（みほちゃれご2‡一やっこるむ2ろ。

φぽちゃれuつト藁っこるσ）。

2‡一こ麟上から窃べる（））穴鰺きo

お父εれσ）δrう（2じホう葡¢ぢるれだ。

むらやまかいくん
　（湯本・干浦屋）

やなぎえいとくん
　（湯本・等歳）

撫｝蜘蘇吋卿勲勧煎w脚汎　　げ沸　四…凶轡㈱伽ゆw徽》1温
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ぽ（が窃父εれ亡おelεれご叡査あちゃれ

乗琶こ：、電藝蒙ち峰転しこるれだ。欝iぎ獄璽i蒙1ま

｛ま（た方亡無灘線．だっこかっεひひもれ。

辮離隷識蕪密

少し出さなめな温察λ湯証がぞきまし翫

　r老人入湯証」がひとまわり小さくなりました。すでにお持ちの入

湯証を作り直してもらいたい方は、役場振興諜までお電語下さい。

郵送もできます。　懸6－3鶏4丸山まで

郷耀
零 累　鐵馨． 76
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